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■
大
会
開
幕
戦
は
ロ
シ
ア

だ
　

１
９
８
７
年
に
始
ま
っ

た
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
ア
ジ

ア
開
催
は
初
め
て
。
９
月

20
日
〜
11
月
２
日
、
札
幌

市
か
ら
熊
本
市
ま
で
全
国

12
都
市
に
お
い
て
20
チ
ー

ム
が
参
加
。
40
試
合
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
８
試
合

が
行
わ
れ
る
。
大
会
開
幕

戦
は
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で

対
ロ
シ
ア
戦
だ
。

　

大
阪
・
花
園
で
は
９
月

22
日
イ
タ
リ
ア
対
ナ
ミ
ビ

ア
、
28
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

対
ト
ン
ガ
、
10
月
３
日
ジ

ョ
ー
ジ
ア
対
フ
ィ
ジ
ー
、

13
日
ア
メ
リ
カ
対
ト
ン
ガ

な
ど
、
強
力
チ
ー
ム
が
激

突
す
る
。

■
ま
だ
買
え
る
チ
ケ
ッ
ト

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
と
違
っ

て
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
当
初

か
ら
苦
戦
が
想
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
想
定
外

の
売
れ
行
き
だ
っ
た
よ
う

だ
。
報
道
に
よ
る
と
「
１

月
の
先
着
順
チ
ケ
ッ
ト
販

売
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
申

し
込
み
が
殺
到
し
、
一
時

10
万
人
が
ウ
エ
イ
テ
ィ
ン

グ
、
日
本
戦
な
ど
の
人
気

カ
ー
ド
は
即
完
売
」
だ
っ

た
。
８
月
31
日
に
は
第
４

次
一
般
販
売
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
求
め
る
人
は
多

い
だ
ろ
う
。

■
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
で
地

域
活
性

　

開
幕
を
目
前
に
し
て

花
園
が
熱
く

な
っ
て
き
て

い
る
。
東
大

阪
市
役
所
で

は
自
費
購
入

の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ラ
グ
ビ
ー

シ
ャ
ツ
で
執

務
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
は
ラ
ガ

ー
シ
ャ
ツ

だ
。
22
階
展
望
ロ
ビ
ー
で

は
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
公

式
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
府

立
高
校
や
市
内
小
中
学
校

で
は
横
断
幕
で
広
報
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
交
通

機
関
施
設
に
も
ポ
ス
タ
ー

が
目
立
つ
。「
あ
と
何
日
」

と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る

な
か
、「
な
の
は
な
バ
ル
」

（
小
阪
・
八
戸
の
里
駅
周

辺
）
や
「
布
施
え
び
す
バ

ル
」
な
ど
の
企
画
が
楽
し

み
だ
。
特
に
、
ラ
グ
ビ
ー

協
会
と
組
織
委
員
会
の

「
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
」
に

よ
る
一
体
感
の
盛
り
上
が

り
は
格
別
だ
ろ
う
。

■
８
月
３
日
は
ト
ン
ガ
と

テ
ス
ト
マ
ッ
チ

　

プ
ー
ル
Ａ
の
フ
ィ
ジ
ー

や
ア
メ
リ
カ
、
ト
ン
ガ
、

プ
ー
ル
Ｂ
の
日
本
、
カ
ナ

ダ
、
サ
モ
ア
な
ど
６
チ
ー

ム
か
ら
な
る
「
ワ
ー
ル
ド

ラ
グ
ビ
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ

プ
２
０
１
９
」
が
Ｗ
杯
を

前
に
釜
石
と
花
園
で
開
催

さ
れ
る
。８
月
３
日（
土
）、

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
11
位

の
日
本
は

同
13
位
の

ト
ン
ガ
と

花
園
で
対

戦
。
ト
ン

ガ
チ
ー
ム

は
Ｗ
杯
で

２
戦
、
パ

シ
フ
ィ
ッ

ク
と
合
わ

せ
計
３
戦

を
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場

で
戦
う
。
公
式
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
「
４
年
に
一
度
じ

ゃ
な
い
。一
生
に
一
度
だ
」

と
は
実
に
う
ま
い
。
そ
の

言
葉
通
り
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ

ン
に
は
堪
ら
な
い
年
に
な

っ
た
。

■
準
備
着
々
と
進
む

　

現
在
、
立
見
席
を
含
め

２
万
７
千
人
収
容
の
ス
タ

ン
ド
を
約
２
万
４
千
の
個

別
席
へ
と
仮
設
工
事
中
。

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
も
１
基

増
設
し
、
照
明
な
ど
も
増

え
、
国
際
試
合
認
定
に
ふ

さ
わ
し
い
日
本
初
の
ラ
グ

ビ
ー
専
用
グ
ラ
ン
ド
に
リ

ボ
ー
ン
し
た
。
高
校
と
大

学
の
７
年
間
、
ス
ク
ラ
ム

ハ
ー
フ
を
や
っ
て
い
た
と

言
う
推
進
室
の
稲
垣　

徹

さ
ん
（
33
）
は
「
長
居
の

よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

な
く
、
す
ぐ
ス
タ
ン
ド
だ

か
ら
ガ
ツ
ー
ン
と
ぶ
つ
か

大阪・花園開催試合チラシ

９月２０日
開　幕

 ラグビーＷ杯 大阪・花園で４試合

浜
正
幸
元
市
議

東
大
阪
市
長
選
に
出
馬
表
明

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
１
試
合
も

若
き
日
が
蘇
る
シ
ニ
ア
層
フ
ァ
ン

2019・6・15

　
「
風
を
読
む
」
と
は
見
え
な
い
も
の
を

見
る
こ
と
だ
。
衆
参
同
時
選
挙
の
大
義
見

え
ず
、も
や
も
や
状
態
。
な
ん
だ
か
変
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
」
か
ら
も
の
ご
と
は
急
変
す

る
の
で
観
察
と
第
６
感
が
必
要
。
西
日
本

を
素
通
り
し
て
、
７
日
に
東
海
、
関
東
甲

信
で
梅
雨
入
り
し
た
。
過
去
30
年
の
平
均
値
（
平

年
）
に
よ
る
と
近
畿
は
７
日
（
昨
年
は
５
日
）
だ

っ
た
。「
天
気
は
西
か
ら
」
も
、な
ん
だ
か
変
だ
。　

　

６
月
７
日
付
け
全
国
紙
朝
刊
、「
あ
な
た
の
お

店
の
レ
ジ
は
軽
減
税
率

に
対
応
し
て
い
ま
す

か
？
」
と
１
ペ
ー
ジ
全
面
広
告
。「
今
年
10
月
か

ら
『
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
』
ス
タ
ー
ト
！
」
と

は
驚
い
た
。
ス
ー
パ
ー
の
領
収
書
の
タ
マ
ネ
ギ
や

ニ
ン
ジ
ン
の
欄
に
※
印
、「
軽
減
税
率
（
８
％
）

対
象
品
目
」
と
あ
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
並
み
の
経
済
変
動
な
し
と

判
断
し
た
の
だ
。「
レ
ジ
１
台
あ
た
り
20
万
円
ま

で
」「
原
則
、
費
用
の
４
分
の
３
を
補
助
」「
補
助

金
申
請
は
レ
ジ
メ
ー
カ
ー
・
販
売
店
等
に
よ
る
代

理
申
請
が
可
能
」
と
、
強
引
す
ぎ
な
い
か
、
何
だ

か
変
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

務
局
」。
で
は
、
広
告
主
は
誰
か
、「
中
小
機
構
」

「
経
済
産
業
省
」「
中
小
企
業
庁
」
だ
。
消
費
税
増

税
の
「
予
定
」
は
消
え
た
。
野
党
は
収
支
と
使
途

を
３
カ
月
単
位
で
徹
底
追
及
し
て
存
在
感
を
高
め

る
の
が
よ
い
。　

　

変
な
こ
と
が
起
き
な
い
こ
と
願
う
。
28
日
、
29

日
の
「
Ｇ
20
」
に
は
主
要
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
と
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど

37
の
国
・
地
域
の
首
脳

や
国
際
機
構
が
参
加
す
る
。
関
係
者
ら
約
３
万
人

が
来
訪
、特
に
テ
ロ
や
ド
ロ
ー
ン
、爆
発
物
、細
菌
・

化
学
薬
品
な
ど
か
ら
の
危
険
回
避
と
安
全
確
保
は

す
べ
て
に
優
先
し
た
規
制
が
必
要
だ
。

　
「
広
島
か
長
崎
に
行
こ
う
」
と
呼
び
か
け
る
首

脳
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
報
道
は
世
界
に
配
信
さ

れ
、
記
帳
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
サ
イ
ン
は
偉
大
な

る
遺
産
と
し
て
遺
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。
こ
ん

な
変
な
行
動
は
歓
迎
し
た
い
。

晴耕雨読

な
ん
だ
か
変
だ

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風
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馬肉専門店

八
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自
動
車
教
習
所

H
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１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

富
だ
。
ビ
ー
ル
・
ハ
イ
ボ

ー
ル
・
ワ
イ
ン
は
４
０
０

〜
４
８
０
円
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
は
３
０
０
〜
４
８

０
円
。
つ
ま
み
類
は
大
型

餃
子
・
チ
ヂ
ミ
・
し
そ
ニ

ン
ニ
ク
等
々
、
２
０
０
〜

３
８
０
円
。
他
に
も
ト
ー

ス
ト
１
５
０
〜
２
０
０

円
、
ピ
ザ
２
８
０
円
、
日

替
わ
り
ケ
ー
キ
３
０
０
円

と
超
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価

客
か
ら
の
花
の
注
文
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
対
応
し

て
い
る
。

　

気
楽
な
雰
囲
気
が
売
り

も
の
で
、
様
々
な
女
子
会

や
地
元
の
オ
バ
サ
マ
ど
う

し
の
気
軽
な
会
合
に
人
気

が
あ
る
よ
う
だ
。
店
内
は

割
と
広
く
、
思
い
き
り
入

っ
て
15
人
内
外
と
い
う
と

こ
ろ
。

　

カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

花
に
囲
ま
れ
た

美
味
し
い
カ
フ
ェ

白根佳永子さん （左） と尾上清美さん

東大阪市山手町4－11－1
☎080－5606－8358
営業時間：9～19時
休日：火曜日、第2・第4日曜日

花カフェ　らんでん

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

　

ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
日
本
大
会
開
催
ま
で
あ
と
３
カ
月

ほ
ど
。
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
や
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
メ
ッ
カ
と
言
わ
れ
て
い
る
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
（
東
大
阪
市
）
で
は
、
９
月
22
日
（
日
）
14
時
15
分
キ
ッ
ク
オ
フ

の
イ
タ
リ
ア
対
ナ
ミ
ビ
ア
戦
を
皮
切
り
に
期
間
中
４
試
合
が
行
わ
れ
る
。

　

東
大
阪
市
役
所
10
階
に
花
園
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
推
進
室

（
誘
致
室
改
め
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
２
０
１
５
年
４
月
１
日
だ
っ
た
。
最

後
の
追
い
込
み
に
忙
し
い
推
進
室
を
訪
ね
た
。

格
設
定
だ
。

　

住
宅
街
と
い
う
土
地
柄

も
あ
り
、
近
辺
に
は
居
酒

屋
の
類
も
な
い
の
で
仕
事

帰
り
の
「
チ
ョ
イ
呑
み
」

に
も
最
適
だ
。
近
く
の
枚

岡
神
社
参
詣
の
帰
り
道
に

立
ち
寄
る
お
客
も
多
い
よ

う
だ
。
雰
囲
気
が
良
く
、

美
味
し
く
、
財
布
に
優
し

い
と
い
う
三
拍
子
が
揃
っ

て
い
る
「
ら
ん
で
ん
」、

千
客
万
来
で
こ
れ
か
ら

益
々
賑
や
か
に
な
る
こ
と

だ
ろ
う
。

 

（
小
川
秀
人
）

景
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
軍
を
進
め
た
。
そ
の
後

遺
症
は
今
も
治
癒
し
て
い

な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
侵
略

の
１
カ
月
前
、
原
油
価
格

は
史
上
最
高
値
の
１
バ
レ

ル
１
５
０
ド
ル
目
前
に
ま

で
迫
っ
た
。

　

ト
ル
コ
を
欧
州
地
域
か

ら
分
断
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
今
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

黒
海
制
覇
が
視
野
に
入
っ

た
。
シ
リ
ア
に
軍
事
介
入

し
、
現
在
、
リ
ビ
ア
へ
の

関
与
を
虎
視
眈
々
と
狙

う
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
か
ら

黒
海
を
経
て
、
地
中
海
へ

と
至
る
、シ
ー
レ
ー
ン（
海

上
輸
送
路
）
確
保
が
戦
略

目
標
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ー
チ
ン
外
交
の
狙
い

は
ソ
連
邦
復
活
に
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
事
あ

る
ご
と
に
ソ
連
邦
崩
壊
が

20
世
紀
最
大
の
悲
劇
だ
と

繰
り
返
す
。

　

失
地
回
復
の
た
め
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
半

島
を
軍
事
支
配
。
そ
の
東

部
地
域
に
も
奪
還
の
野
心

を
燃
や
す
。

　

そ
し
て
今
、
隣
国
ベ
ラ

ル
ー
シ
と
の
国
家
連
合
構

築
を
画
策
、
プ
ー
チ
ン
は

連
合
体
の
終
身
大
統
領
就

任
を
目
指
す
。
自
ら
の
後

継
者
と
し
て
娘
を
擁
立
し

た
い
。

　

日
本
の
い
わ
ゆ
る
、
北

方
領
土
で
は
軍
事
拠
点
化

を
粛
々
と
推
進
、
領
土
返

還
の
意
思
な
ど
毛
頭
な

い
。
朝
鮮
半
島
か
ら
の
米

軍
放
逐
を
念
頭
に
置
き
、

北
朝
鮮
を
利
用
す
る
。
北

朝
鮮
が
保
有
す
る
核
・
ミ

サ
イ
ル
を
ロ
シ
ア
に
移

送
、
管
理
す
る
こ
と
で
非

核
化
を
偽
装
工
作
し
た

い
。
朝
鮮
半
島
全
体
に
ロ

シ
ア
の
影
響
力
を
行
使
で

き
た
と
き
、
軍
事
目
的
は

達
成
さ
れ
る
。

　

欧
州
に
は
ロ
シ
ア
の
飛

び
地
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
が
鎮
座
す
る
。
当
地

で
は
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
対
峙

し
つ
つ
、
欧
州
攻
撃
の
た

め
の
布
石
が
打
た
れ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

と
は
常
時
、
睨
み
合
い
が

続
く
。

　

元
来
、
ロ
シ
ア
と
米
国

と
の
関
係
は
希
薄
で
あ

る
。
政
治
対
話
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
経
済
的
に
も
補

完
関
係
に
な
い
。
唯
一
向

き
合
う
分
野
が
軍
事
部

門
。
核
軍
縮
で
交
渉
す
る

と
き
だ
け
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
の
外
交
、
軍
事

戦
略
は
長
期
的
な
ス
パ
ン

で
練
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。時
間
を
か
け
て
、ミ
ッ

シ
ョ
ン
達
成
を
目
指
す
。

ク
リ
ミ
ア
半
島
を
武
力
で

強
奪
し
た
国
が

日
本
に
領
土
を

返
還
す
る
わ
け

が
な
い
。
ロ
シ
ア
外
交
の

基
本
は
拡
張
・
膨
張
政
策
。

決
し
て
領
土
・
領
空
・
領

海
が
縮
小
す
る
方
向
は
探

ら
な
い
。

　

東
京
は
今
、
こ
の
ロ
シ

ア
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ス
タ
ン
ス
は
外

交
で
は
な
く
、
軍
事
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

撼
さ
せ
、
金
融
危
機
が
全

世
界
に
波
及
し
て
い
く
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
侵
略
は
地
平

線
の
彼
方
へ
と
葬
り
去
ら

れ
、
今
で
は
話
題
に
す
ら

な
ら
な
い
。

　

歴
史
的
に
見
て
、
ロ
シ

ア
・
ソ
連
邦
は
原
油
価
格

が
高
騰
し
た
際
、
好
戦
的

に
な
る
。

　

ソ
連
邦
時
代
、
第
２
次

石
油
危
機
で
国
際
原
油
価

格
が
急
騰
し
た
こ
と
を
背

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士 

中
津
孝
司

２
０
１
９
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む 

6

　

時
は
北
京
五
輪
の
真
っ

只
中
。
世
界
の
眼
が
北
京

に
集
中
し
て
い

る
間
隙
を
突
い

て
、
ロ
シ
ア
の

軍
隊
は
当
時
の
グ
ル
ジ

ア
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
を
侵

略
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
北
部
を

勢
力
下
に
置
い
た
。
国
際

社
会
は
ロ
シ
ア
批
判
を
展

開
す
る
こ
と
も
な
く
、
ロ

シ
ア
の
軍
事
行
動
を
容

認
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
見
捨

て
た
。
そ
の
１
カ
月
後
、

世
に
言
う
「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
」
が
世
界
を
震 ロ

シ
ア
の
外
交
と
は
す
べ
て
軍
事
戦
略
で
あ
る

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
近

鉄
奈
良
線
額ぬ

か

田た

駅
か
ら

線
路
沿
い
に
歩
い
て
徒
歩

１
分
、
花
カ
フ
ェ
「
ら
ん

で
ん
」。
一
風
変
わ
っ
た

屋
号
だ
が
、
花
の
「
蘭
」

と
御
殿
の
「
殿
」
を
組
み

合
わ
せ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
と

の
こ
と
。
オ
ー
ナ
ー
は
白

根
佳
永
子
さ
ん
、
相
棒
の

尾
上
清
美
さ
ん
と
一
緒
に

店
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を

15
年
前
に
開
業
、
以
前
か

ら
の
夢
だ
っ
た
カ
フ
ェ
を

２
０
１
８
年
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。パ
ー
テ
ィ
ー
・

式
典
な
ど
や
、
従
前
の
お

主査・宮田潤さん （右） と
稲垣徹さん、推進室にて

り
合
う
臨
場
感
が
い
い
」

と
話
し
た
。
神
戸
市
と
も

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方

な
ど
を
含
め
情
報
交
換
し

な
が
ら
開
催
に
向
け
て
万

全
を
期
し
て
い
る
。

■
Ｗ
杯
か
ら
東
大
阪
市
に

関
心
を

　

最
後
に
推
進
室
で
の
仕

事
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ

た
。
稲
垣
徹
さ
ん
は
「
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
観
戦
し

て
終
わ
る
だ
け
で
は
な

く
、
飲
食
や
観
光
な
ど

で
、
よ
り
多
く
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話

す
。
主
査
・
宮
田
潤
さ
ん

（
39
）
は
「
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
高

校
ラ
グ
ビ
ー
で
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
て
、
更
に

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
・
東

大
阪
市
に
関
心
と
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
気
を

入
れ
て
語
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
は
１
９
６

０
年
代
か
ら
70
年
代
に
か

け
て
の
関
西
ラ
グ
ビ
ー
全

盛
期
を
よ
く
知
っ
て
い

る
。
近
鉄
、
三
洋
電
機
、

大
阪
府
警
、
神
戸
製
鋼
な

ど
の
社
会
人
チ
ー
ム
が
覇

権
を
争
っ
た
。
他
方
、
同

志
社
大
、
天
理
大
な
ど
が

大
学
の
雄
で
あ
っ
た
。
社

会
人
と
大
学
の
王
者
が
日

本
一
を
競
う
全
日
本
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
は

正
月
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
。

　

も
う
80
歳
前
後
の
ラ
グ

ビ
ー
フ
ァ
ン
に
は
「
若
き

日
の
血
潮
が
た
ぎ
る
」
人

　

元
東
大
阪
市
議
で
明
る

い
東
大
阪
を
つ
く
る
会
副

代
表
委
員
長
の
浜
正
幸
さ

ん
（
67
）
＝
写
真
＝
が
、

9
月
29
日
に
行
わ
れ
る
東

大
阪
市
長
選
挙
に
立
候
補

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
３
３
５
複
合
地
区

地
区
の
第
65
回
年
次
大
会

が
５
月
26
日
に
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
オ
タ

ニ
大
阪
（
大
阪

市
中
央
区
城
見

１
）
で
開
か
れ

た
。

　

式
典
は
、
人

間
国
宝
で
筑
前

琵
琶
奏
者
の
奥

村
旭
翠
さ
ん
の

す
る
意
向
を
発
表
し
た
。

　

通
算
で
市
議
４
期
務
め

た
浜
さ
ん
は
、「
子
ど
も
が

大
切
に
さ
れ
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
東
大
阪
に
」

「
市
民
の
く
ら
し
と
安
全
守

る
東
大
阪
に
」「
中
小
企
業

が
元
気
に
な
る
東
大
阪
に
」

「
市
民
が
主
人
公
！　

市
民

み
ん
な
の
力
で
、
東
大
阪

の
未
来
を
開
こ
う
！
」
と

い
う
４
つ
の
柱
を
掲
げ
て

立
ち
上
が
っ
た
。

演
奏
で
始
ま
っ
た
。

　

ア
ワ
ー
ド
贈
呈
式
で

は
、
ベ
ス
ト
レ
オ
と
し
て

レ
オ
３
３
５
複
合
地
区
副

会
長
で
八
尾
レ
オ
ク
ラ
ブ

会
長
の
乾
靖
英
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

閉
会
宣
言
後
、
記
念
講

演
会
へ
と
移
り
、
京
都
大

学
大
学
院
教
授
で
内
閣
官

房
参
与
の
藤
井
聡
さ
ん

が
「
防
災
・
減
災
に
よ
る

国
土
強
靭
化
と
近
畿
の
未

来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
熱

弁
を
振
る
っ
た
。

　

晩
餐
会
は
人
気
の
尺
八

奏
者
、
辻
本
好
美
さ
ん
の

演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
兵

庫
、
大
阪
、
京
都
、
奈
良

と
い
う
地
域
を
越
え
て
和

や
か
な
交
流
が
行
わ
れ
て

い
た
。

ベストレオに
八尾レオクラブ

乾靖英会長

ベストレオとして表彰
される乾靖英会長 （右）

生
最
良
の
日
が
来
る
。
激

し
い
興
奮
は
禁
物
だ
が
冷
静
に
観
戦
し
た
い
。

 

（
石
河
亮
平
）



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年６月１５日（土）

ウクライナで日本舞踊
ギター・歌のコンサート

ん
。

　

こ
の
日
の
メ

ー
ン
イ
ベ
ン
ト

は
熊
本
県
荒
尾

市
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
関
島
秀

樹
さ
ん
（
風
の

丘
音
楽
工
房
）。

関
島
さ
ん
は
１

９
７
９
年
に

「
あ
じ
さ
い
寺
」

で
テ
イ
チ
ク
レ

コ
ー
ド
よ
り
デ

ビ
ュ
ー
、役
者
・

Ｄ
Ｊ
・
レ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
様
々

な
顔
を
持
つ
。

正
調
「
五
木
の

子
守
唄
」
を
歌

い
継
ぎ
、
日
本

語
の
叙
情
や
心

を
大
切
に
歌
い

続
け
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
活
動
や
故
郷

の
熊
本
地
震
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
被
災
地
支
援
を
続

け
る
ま
さ
に
「
唄
の
旅

人
」
が
ぴ
っ
た
り
の
素

敵
な
シ
ン
ガ
ー
だ
。

　

弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
は

川
中
邸
の
優
雅
な
竹
林

を
バ
ッ
ク
に
、
関
島
さ

ん
の
伸
び
や
か
な
声
が

響
き
渡
り
、
観
客
は
1

曲
終
わ
る
ご
と
に
盛
ん

な
拍
手
を
送
っ
て
い

た
。

 

（
小
川
秀
人
）

　

キ
エ
フ
で
は
、
６
月
３

日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
文

学
博
物
館
で
、
６
月
４
日

に
幸
福
小
学
校
で
行
わ
れ

た
。
文
学
博
物
館
で
は
華

道
未
生
流
の
先
生
オ
レ
ー

ナ
・
カ
プ
ラ
ー
ノ
ヴ
ァ
さ

ん
が
司
会
を
、
日
本
舞

踊
家
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
・

ア
ン
ゲ
ラ
さ
ん
が
解
説
を

行
っ
た
。
ア
ン
ゲ
ラ
さ
ん

は
自
ら
も
踊
り
を
披
露
し

た
。

　

幸
福
小
学
校
で
は
、
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場

も
設
け
ら
れ
、
一
緒
に
蜜

蝋
で
ロ
ウ
ソ
ク
づ
く
り
を

楽
し
ん
だ
。

　

ヴ
ィ
ー
ン
ヌ
ィ
ツ
ャ

は
、
６
月
２
日
の
算
盤
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
披
露
会
に

招
待
を
受
け
、日
本
舞
踊
、

ギ
タ
ー
・
歌
の
演
奏
で
場

を
盛
り
上
げ
た
。
数
局
の

テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
来
て

お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土

に
映
像
が
流
れ
た
。

　

リ
ヴ
ィ
ウ
は
、
６
月
６

日
に
リ
ヴ
ィ
ウ
工
科
大
学

学
術
図
書
館
で
行
わ
れ

た
。
司
会
お
よ
び
解
説
は

リ
ヴ
ィ
ウ
工
科
大
学
ウ
ク

ラ
イ
ナ
・
日
本
セ
ン
タ
ー

長
の
イ
ゴ
ル
・
ゾ
リ
ー
さ

ん
が
行
っ
た
。

　

前
日
に
は
教
師
ら
と
の

交
流
が
持
た
れ
、
日
本
舞

踊
に
関
す
る
質
問
が
活
発

に
出
て
い
た
。
リ
ヴ
ィ
ウ

工
科
大
学
人
文
・
社
会
科

学
部
准
教
授
ミ
ロ
ン
・
セ

メ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
・ 

フ
ェ
ド

リ
ー
シ
ン
さ
ん
（
平
成
24

年
旭
日
小
綬
章
受
章
）
は

締
め
の
挨
拶
で
「
日
本
舞

踊
は
リ
ヴ
ィ
ウ
工
科
大
学

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
日
本
セ
ン

タ
ー
で
初
め
て
の
企
画
で

す
。
遠
路
は
る
ば
る
お
越

し
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。教
師
、

学
生
共
々
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

み
ど
り
の
や
ゆ
か
い

美
杜
里
乃
舎
愉
会

半
学
半
教
実
践
塾
の
会

オ
ク
サ
ー
ナ 

さ
　
　
ん （
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身

オ
ペ
ラ
歌
手
） 熱
唱

３
都
市
４
カ
所
で
演
奏

熱唱するオクサーナ・ステパニュックさん

幸福小学校（キエフ）でのコンサートの後、舞台上で記念写真撮影

スーパーで商品をチ
ェックする会員ら

「藤娘」 を踊る志賀山千津也さん （左） と今川絢子さん

華麗に舞う志賀山和萌さん

ウクライナで14年ぶりに演奏する桑田守喜さん

アンゲラさん Ono Aki さん食の安全、 しっかり確認
～ 市内のスーパーで食品衛生パトロール ～竹林でたけのこ堀りと楽しいライブ

バンドゥーラ奏でながら

日本ウクライナ文化交流協会 主催

　

前
回
は
個
人
事
業
者
の
所
得
が
１
、 

１

０
０
万
円
で
社
会
保
険
料
控
除
と
基
礎
控

除
の
合
計
が
１
０
０
万
円
だ
と
す
る
と
、

所
得
税
や
住
民
税
・
事
業
税
の
税
負
担
は

合
計
３
２
０
万

円
に
な
り
、
法

人
の
利
益
が

１
、 

１
０
０
万

円
だ
と
す
る
と

３
０
６
万
円
で

14
万
円
の
節
税

に
な
る
と
お
伝

え
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会

社
の
場
合
は
こ

こ
か
ら
個
人
事

業
主
で
あ
る
社
長
の
給
料
が
支
払
わ
れ
ま

す
の
で
、
話
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

仮
に
社
長
の
給
料
を
月
60
万
円
、
年
間

７
２
０
万
円
だ
と
す
る
と
、
会
社
の
利
益

は
３
８
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
税

金
の
計
算
を
し
て
み
ま
す
と
、
会
社
の
税

金
は
法
人
税
か
ら
法
人
事
業
税
・
法
人
市

府
民
税
ま
で
、
全
て
で
92
万
円
程
度
で
、

社
長
の
給
料
の
税
金
は
社
会
保
険
料
な
ど

の
所
得
控
除
額
が
先

ほ
ど
と
同
じ
く
１
０

０
万
円
だ
と
し
ま
す

と
、
約
87
万
円
と
な

り
、
合
計
で
１
７
９

万
円
と
な
り
ま
す
。

３
２
０
万
円
の
税
負

担
か
ら
考
え
ま
す
と

１
４
１
万
円
も
安
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
節
税
の
ス
キ
ー
ム

で
す
。

　

し
か
し
節
税
の
み
を
考
え
す
ぎ
る
と
失

敗
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

会
社
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
登
記
費
用
や
税
理
士
報
酬
も
値
段
が
変

わ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
月
60
万
円
の
給
料
に
対
す
る

社
会
保
険
料
は
介
護
保
険
料
も
含
み
ま
す

と
１
カ
月
で
18
万
円
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
年
間
２
１
６
万
円
で
す
。
個
人
事

業
者
の
時
に
支
払
っ
て
い
た
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
と
合
わ
せ
て
も
高
い
で
す

ね
。
そ
の
う
ち
半
分
は
個
人
負
担
、
残
り

の
半
分
は
会
社
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

社
員
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
さ
ら
に
社
会
保
険
料
負
担
が

上
が
る
の
で
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
一
般

的
に
税
理
士
の
報
酬
も
会
社
と
個
人
事
業

者
で
は
作
る
書
類
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

当
然
報
酬
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
個
人
の
ま
ま

で
よ
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
く
検
討
さ
れ
て
か
ら
会
社
を
作

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

笑う笑う
税理士

会社を作ると節税できるのか②
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　特急さくら号は、当初、東京―下関間で大正12年～昭和18年に運
行されていた 「櫻」 です。
　戦後、昭和26年～昭和33年、東京―大阪間の臨時の 「特急さくら号」
となり、翌年からは「新台特急さくら号」となり、長崎まで運行されま
したが、平成17年を最後に廃止されました。
　その愛称は、山陽・九州新幹線に引き継がれ運行されています。

撮影時期・場所　昭和27年11月ごろ、国鉄大阪駅

な
つ
か
し
い
写
真
〈
写
真
提
供
〉 

読
者 

・ 

坂
口
　
功

　

京
都
で
訪
れ
た
い
度
ト
ッ
プ
の
清
水
寺
。現
在
、

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
、
50
年
に
一
度
の
大
規
模

改
修
工
事
（
平
成
の
大
改
修
）
中
で
す
が
、
入
山

拝
観
は
可
能
で
す
。

　

国
宝
の
本
堂
か
ら
順
路
に
沿
っ
て
下
っ
て
ゆ
き

ま
す
と
、「
音
羽
の
滝
」。
音
羽
山
か
ら
湧
き
出
る

「
延
命
の
霊
水
」
は
柔
ら
か
く
美
味
し
い
。
新
緑

の
生
気
を
放
つ
靑
も
み
じ
の
中
を
進
む
と
左
側
に

「
舌
切
茶
屋
」、
一
服
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
成
就

院
、
月
照
和
尚
が
西
郷
を
諭
す
場
面
で
す
。
間
柄

や
時
代
背
景
を

お
さ
ら
い
し
ま

す
と
―
。

　

１
８
５
８
年

（
安
政
５
年
）
は
10
年
後
の
明
治
維
新
へ
の
序
曲

と
も
言
え
る
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
出
来
事
が
次
々

と
起
こ
る
年
で
す
。

　

当
時
、
も

っ
と
も
進
歩

的
な
考
え
を

持
ち
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点

で
世
界
の
動

き
を
見
つ
め

て
い
た
島
津

斉
彬
は
、
一

橋
慶
喜
を
次

期
将
軍
に
擁

立
し
よ
う

と
、
近
衛
忠

熈
と
勤
王

僧
・
月
照
を

通
じ
て
朝
廷
工
作
を
し
ま
す
。
準
備
に
時
間
を
か

け
て
無
理
な
く
自
然
な
状
態
で
政
権
交
代
す
る
こ

と
を
画
策
し
て
い
ま
し
た
。
斉
彬
の
指
示
命
令
を

受
け
て
懸
命
に
朝
廷
工
作
を
し
て
い
た
の
が
西
郷

隆
盛
で
す
。

　

他
方
、
も
う
一
つ
の
勢
力
と
し
て
紀
州
藩
の
徳

川
慶
福
（
後
の
家
茂
）
を
担
ぐ
井
伊
直
弼
派
は
慶

喜
擁
立
チ
ー
ム
を
激
し
く
弾
圧
し
ま
す
。
そ
の
決

着
は
、
井
伊
の
大
老
就
任
（
１
８
５
８
年
４
月
）

に
よ
り
、
斉
彬
ら
の
敗
北
が
決
定
的
と
な
り
ま
し

た
。
西
郷
は
６
月
に
鹿
児
島
に
帰
り
斉
彬
公
に
報

告
し
ま
す
が
「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
と

言
い
ま
し
ょ
う
か
、
翌
７
月
に
斉
彬
急
死
（
コ
レ

ラ
と
も
毒
殺
と
も
）
を
京
で
知
り
ま
す
。

　

主
君
で
あ
り
、
恩
師
で
あ
り
、
神
だ
と
さ
え
尊

崇
し
て
い
た
西
郷
は
、
こ
の
先
だ
れ
を
頼
り
に
す

れ
ば
い
い
の
か
、
生
き
て
い
て
も
仕
方
な
い
と
天

を
仰
ぎ
号
泣
。
主
君
の
寵
愛
を
受
け
た
者
は
、
昔

は
殉
死
し
た
と
い
い
ま
す
。
死
し
て
奉
公
を
と
決

意
し
、
近
衛
家

に
帰
郷
の
挨
拶

を
し
、
宿
（
鍵

直
）
で
荷
物
を

片
付
け
て
い
る
と
、
小
柄
な
月
照
さ
ん
が
訪
ね
て

き
ま
し
た
―
。

　
「
ご
恩
を
思
い
、
殿
さ
ん
を
お
慕
い
し
て
、
お

あ
と
を
追
お
う
と
な
さ
る
気
持
ち
は
、
わ
し
に
は

よ
う
わ
か
り
ま
す
。（
中
略
）
き
っ
と
、
何
で
わ

し
の
志
を
つ
が
ん
の
か
、
な
ん
で
日
本
の
難
儀
を

見
捨
て
て
き
た
と
、き
つ
う
お
こ
ら
は
り
ま
っ
せ
。

あ
ん
た
の
殿
さ
ん
は
、そ
ん
な
お
人
が
ら
ど
っ
せ
」

「
そ
う
で
ご
わ
し
た
。
そ
う
で
ご
わ
し
た
。
わ
し

は
間
違
っ
て
い
も
し
た
…
」（
海
音
寺
潮
五
郎
著

「
西
郷
隆
盛 （
一
） 

」
角
川
文
庫
） 

　

大
粒
の
汗
を
噴
き
だ
し
、
大
き
な
目
か
ら
涙
を

ボ
ロ
ボ
ロ
と
流
す
西
郷
は
身
体
を
震
わ
せ
な
が
ら

詫
び
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
井
伊
直
弼
に
よ
る
弾
圧
が
日
々
激
し

さ
を
増
し
、成
就
院
は
聖
域
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

遂
に
西
郷
隆
盛
や
橋
本
左
内
の
活
躍
が
、
幕
府
に

知
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

④

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書
月
照
の
説
得
に
う
な
ず
く
西
郷

成就院で月照和尚が西郷隆盛を諭す

　

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

（
小
野
元
裕
会
長
）
主
催
の
日
本
舞
踊
＆

ギ
タ
ー
・
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
、
ヴ
ィ
ー
ン
ヌ
ィ

ツ
ャ
、
リ
ヴ
ィ
ウ
の
３
都
市
４
カ
所
で

６
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
。
出
演
し
た
の

は
、日
本
舞
踊
は
志
賀
山
和
萌
さ
ん
（
和

萌
会
会
主
）、
志
賀
山
千
津
也
さ
ん
、
今

川
絢
子
さ
ん
、
ギ
タ
ー
は
桑
田
守
喜
さ

ん
、
歌
は
Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
。

　半学半教実践塾の会（細川三郎会
長）の定例会が５月10日にANAクラ
ウンプラザホテル大阪・高砂の間（大
阪市北区堂島浜１）で開かれた。同
会は福澤諭吉の思想を学びながら生
活に取り入れ実践することを目的と
している。
　特別公演として、ウクライナ出
身のオペラ歌手オクサーナ・ステパ
ニュックさんがが登壇。ウクライナ
民族楽器バンドゥーラを奏でながら
熱唱した。
　透き通った歌声とバンドゥーラの
可憐な音色に約30人の参加者はうっ
とりと聞き入っていた。
　本紙社長小野元裕（日本ウクライ
ナ文化交流協会会長）が「チェルノ
ブイリの現状」と題して、解説を付
けた。

　

度
重
な
る
洪
水
被
害
で
農
民
を
苦
し
め
た
大
和
川
。
治
水
計
画
を
50
年

の
長
き
に
わ
た
り
江
戸
幕
府
に
請
願
。
農
民
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
幕
臣

と
共
に
大
和
川
の
付
け
替
え
工
事
を
指
揮
し
、
見

事
に
大
和
川
の
付
け
替
え
に
成
功
、
農
民
の
生
活

と
田
畑
を
守
っ
た
。
そ
の
人
の
名
は
中
甚
兵
衛
。

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
甚
兵
衛
さ
ん
ゆ
か
り
の
地
、

今
米
緑
地
の
川
中
邸
屋
敷
林
に
て
晴
天
の
６
月
１

日
、「
美み

杜ど

里り

乃の

舎や

愉ゆ

会か
い
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回

で
17
回
を
数
え
、
今
米
緑

地
保
全
会
が
主
催
し
、
河

内
観
光
局
・
地
域
情
報
支

援
ネ
ッ
ト
・
美
杜
里
の
会
・

屋
敷
林
を
守
る
会
が
後
援

し
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
た

け
の
こ
狩
り
＝
皆
さ
ん
が

収
穫
し
た
て
の
、
た
け
の

こ
ご
飯
・
焼
き
た
け
の
こ

を
、
美
味
し
そ
う
に
食
し

て
い
た
。
②
竹
工
作
教
室

＝
材
料
費
は
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
生
駒
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

ク
ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ
の
指
導

で
子
ど
も
た
ち
が
竹
鉄
砲

や
カ
ッ
コ
ウ
笛
を
作
っ
て

い
た
。
③
縄
文
仮
面
製
作

教
室
＝
東
大
阪
在
住
の
著

名
な
焼
き
物
師
・
木
村
直

規
さ
ん
が
、
地
元
で
採
れ

た
粘
土
を
用
い
て
の
仮
面

作
り
を
懇
切
丁
寧
に
指
導

さ
れ
て
い
た
。
④
弾
き
語

り
ラ
イ
ブ
＝
関
島
秀
樹
さ

　

食
中
毒
の
危

険
性
が
高
ま
る

梅
雨
時
を
前

に
、
３
日
、
食

料
品
の
衛
生
管

理
や
、
賞
味
期

限
・
原
産
地
の

表
示
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
し
よ
う

と
、
主
婦
ら
で

組
織
す
る
八
尾

市
消
費
問
題
研

究
会
（
⻆
田
禮

子
会
長
）
が
、

市
内
の
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
食
品

衛
生
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
た
。

　

同
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
同
研
究
会

会
員
22
人
が
４
班

に
分
か
れ
、
近
鉄

八
尾
駅
周
辺
の
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
食

料
品
売
り
場
で
八

尾
市
保
健
所
の
協

力
の
も
と
行
わ
れ

た
。

　

調
査
項
目
は
15

項
目
。
乳
製
品
や

冷
凍
食
品
、
農
産

物
な
ど
、
冷
蔵
・

冷
凍
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
温
度
計
設
置

の
有
無
、
適
正
温

度
の
管
理
、
賞
味

期
限
・
原
産
地
の

表
示
の
有
無
、
通

路
の
通
り
や
す
さ
な
ど
、

会
員
ら
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
に
記
入
し
な
が
ら
入

念
に
点
検
を
行
っ
た
。

　

会
員
の
１
人
は
「
今
日

調
査
し
た
店
舗
は
問
題
な

く
適
正
に
管
理
さ
れ
て
お

り
、
通
路
が
広
く
通
り
や

す
い
点
も
良
か
っ
た
。
今

後
も
消
費
者
目
線
か
ら
、

引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
き
ま
す
」と
話
し
て
い

た
。
会
員
ら
は
、
１
週
間

に
わ
た
っ
て
市
内
の
ス
ー

パ
ー
で
同
様
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
。
調
査
結
果
は
、

市
保
健
所
が
当
該
店
舗
に

助
言
な
ど
を
行
う
場
合
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
る
ほ
か
、
来
年
２
月
頃

に
開
催
さ
れ
る
事
業
者
・

消
費
者
・
行
政
ら
の
懇
談

会
で
報
告
さ
れ
、
改
善
方

法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
産
業

政
策
課
消
費
生
活
係
（
☎

０
７
２
―
９
２
０
―
４
０

０
８
）。

 〔問い合わせ〕
今米緑地保全会
TEL 072-961-5050
風の丘音楽工房
大津市八屋戸 2217-118
TEL 080-6185-5152

竹
林
で
弾
き
語
る
関
島
秀
樹
さ
ん



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行令和元年６月１５日（土）

彩
ら
れ
た
沈
黙

ヴ
ァ
シ
リ
・
ク
イ
ビ
ダ
著

「東大阪・八尾の地域貢献になれば」と話す
村田利彦さん（左）と吉野正義さん

ベトナムからの
実習生受け入れ
東大阪・八尾の地域貢献に

新
刊
案
内

　
「
ミ
ツ
ル
が
落
ち
た
！
」

　

拓
巳
さ
ん
の
声
で
一
瞬
、
場
が
凍
り

つ
い
た
。
ハ
ウ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
四

つ
打
ち
だ
け
が
鳴
り
響
く
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
の
拓
巳
さ
ん
は
か

け
て
い
た
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
み
た
い
な
金

子
眼
鏡
を
お
で
こ
に
乗
せ
た
。
向
か
い

に
は
神
妙
な
顔
で
固
ま
っ
た
圭
ち
ゃ
ん

の
姿
。
店
の
下
を
指
さ
し
て
何
や
ら
話

を
し
て
い
る
。
音
が
大
き
く
て
聞
き
と

れ
な
い
。

　
「
お
い
お
い
、
大
丈
夫
か
」

　

酔
い
が
覚
め
た
よ
う
に
隣
の
席
に
座
っ
て
い
た
浪

岡
さ
ん
は
言
っ
た
。
浪
岡
さ
ん
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
元
国
体
選
手
だ
。
身
長
は
２
メ
ー
ト
ル
近
く
あ

る
。
背
が
高
い
分
、
顔
も
大
き
い
。
面
長
の
域
を
超

え
て
い
る
。
38
歳
な
の
と
、
今
は
不
動
産
で
働
い
て

い
る
こ
と
以
外
何
も
知
ら
な
い
。

　

拓
巳
さ
ん
が
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
出
て
、
圭
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
外
へ
行
っ
た
。

「
き
ゃ
は
は
は
は
」

　

相
変
わ
ら
ず
盛
り
上
が
り
続
け
る
ソ
フ
ァ
席
の

４
、
５
人
の
男
女
。
レ
ー
ズ
ン
バ
タ
ー
を
手
の
ひ
ら

で
潰
し
て
相
手
の
口
の
中
に
無
理
や
り
押
し
込
ん
で

騒
い
で
い
る
。
こ
ち
ら
の
異
変
に
気
付
い
て
い
な
い

よ
う
だ
。

　

拓
巳
さ
ん
と
圭
ち
ゃ
ん
の
後
を
追
っ
て
何
人
か
が

扉
の
外
へ
出
た
。私
も
そ
の
後
を
追
う
こ
と
に
し
た
。

　

幅
の
狭
い
階
段
。
踏
み
外
せ
ば
ド
ミ
ノ
倒
し
に
な

る
だ
ろ
う
。
酔
っ
て
い
る

の
で
、
慎
重
に
パ
ン
プ
ス

を
で
階
段
を
踏
む
。
後
ろ

か
ら
の
圧
を
感
じ
、
振
り

返
る
と
浪
岡
さ
ん
が
失
礼

な
く
ら
い
近
く
に
い
た
。

た
だ
で
さ
え
で
か
い
の

に
、
階
段
の
上
に
立
つ
と

そ
れ
は
も
う
怪
獣
だ
。あ
、

で
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
う

と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
方
が

近
い
。
細
い
し
。
顔
も
あ

ん
な
だ
し
。

　

の
っ
そ
り
動
か
す
１
歩

が
私
の
５
歩
分
く
ら
い
だ

か
ら
、
威
圧
感
が
凄
い
。

焦
り
た
く
な
い
の
に
、
焦

っ
ち
ゃ
う
。

　

や
っ
と
下
ま
で
来
る
と

冷
た
い
空
気
が
肺
の
中
を
浄
化
し
て
く
れ
た
。
ニ
コ

チ
ン
、
ヤ
ニ
、
轟
音
、
香
水
、
馬
鹿
み
た
い
な
笑
い

声
で
で
き
た
吹
き
溜
ま
り
を
一
掃
す
る
感
じ
。
気
持

ち
良
か
っ
た
。
久
々
の
音
の
な
い
世
界
。
拓
巳
さ
ん

と
圭
ち
ゃ
ん
の
足
元
に
は
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
が
う
つ
伏

せ
で
倒
れ
て
い
る
。
動
い
て
い
な
い
。

　
「
え
ー
！　

お
い
、
血
出
て
る
や
ん
！
」

　
「
ぎ
ゃ
ー
、
死
ん
で
る
！
」

　
「
ぎ
ゃ
っ
は
っ
は
っ
は
っ
は
っ
は
！
」

　
「
お
い
ー
、起
き
ろ
よ
ー
、朝
や
ぞ
ー
、ミ
ツ
ル
ー
」

　
「
え
？　

こ
れ
マ
ジ
で
？　

ヤ
バ
イ
や
つ
？
」

　
「
う
ひ
ゃ
ひ
ゃ
ひ
ゃ
！　

コ
イ
ツ
、
い
び
き
か
い

て
る
や
ん
！　

心
臓
強
い
な
！
」

　
「
ア
ホ
か
！　

イ
ビ
キ
か
き
だ
し
た
ら
ヤ
バ
イ
ね

ん
ぞ
！
」

　
「
え
？　

何
で
？
」

　
「
い
や
、知
ら
ん
け
ど
、ヤ
バ
イ
っ
て
言
う
や
ん
か
。

ぎ
ゃ
は
は
は
」

　

降
り
て
き
た
連
中
が
騒
い
で
い
る
。
拓
巳
さ
ん
は

し
ゃ
が
み
こ
ん
で
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
の
顔
を
覗
き
込

む
。
頭
を
調
べ
て
い
る
み
た
い
。
私
も
ミ
ツ
ル
ち
ゃ

ん
の
そ
ば
に
行
く
。
血
だ
。
粘
り
気
の
あ
る
血
が
ミ

ツ
ル
ち
ゃ
ん
の
下
に
溜
ま
り
を
作
っ
て
い
た
。

　
「
大
丈
夫
、
息
し
て
る
。
酔
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な

い
ん
か
な
？
」

　

拓
巳
さ
ん
は
慣
れ
た
様
子
で
落
ち
着
い
て
い
る
。

泥
酔
す
る
お
客
さ
ん
の
対
処
は
誰
よ
り
も
知
っ
て
る

は
ず
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
酒
が
強

い
。
か
な
り
飲
ん
で
い
た
は
ず
な
の
に
平
然
と
し
て

い
る
。私
は
ぼ
ん
や
り
し
な
が
ら
そ
れ
を
見
て
い
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
で
感
覚
が
鈍
っ
て
い
る
。

　
「
す
み
ま
せ
ん
」

　

圭
ち
ゃ
ん
が
謝
る
。

　
「
い
や
、
ミ
ツ
ル
く
ん
、
結
構
飲
ん
だ
か
ら
な
ぁ
。

足
滑
ら
せ
た
ん
な
ら
し
ょ
う
が
な
い
よ
。
大
丈
夫
や

と
は
思
う
ね
ん
け
ど
、
血
が
な
。
病
院
は
行
っ
た
方

が
い
い
か
も
」

　
「
そ
う
で
す
よ
ね
、
救
急
車
呼
び
ま
し
ょ
う
か
」

　
「
そ
や
な
」

　

拓
巳
さ
ん
と
圭
ち
ゃ
ん
が
喋
っ
て
い
る
。

　

パ
シ
ャ
リ
。

　

音
と
共
に
白
い
閃
光
が
走
る
。

　
「
う
う
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
い
い
い
！
」

　

酔
っ
払
い
の
男
た
ち
が
騒
い
で
い
る
。
倒
れ
た
ミ

ツ
ル
ち
ゃ
ん
と
記
念
撮
影
を
し
て
い
る
。
中
に
は
女

子
も
い
る
。

　
「
キ
ャ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」

　

白
目
を
剥
い
て
横
に
寝
そ
べ
る
シ
ョ
ー
ト
モ
ヒ
カ

ン
の
男
。
そ
れ
を
見
て
馬
鹿
笑
い
す
る
つ
け
ま
つ
げ

を
四
枚
重
ね
し
た
女
。

　

パ
シ
ャ
リ
。

　

音
の
度
に
白
い
閃
光
は
た
か
れ
る
。
ミ
ツ
ル
ち
ゃ

ん
を
中
心
に
扇
形
に
な
っ
て
写
真
を
撮
る
。

　

馬
鹿
だ
な
ぁ
。
圭
ち
ゃ
ん
は
笑
っ
て
も
い
な
い
。

普
段
な
ら
我
先
に
と
、
記
念
撮
影
に
参
加
す
る
の
だ

け
ど
、
今
は
さ
す
が
に
お
と
な
し
い
。

　
「
お
い
、
じ
ゃ
あ
と
り
あ
え
ず
、
み
ん
な
、
店
に

戻
ろ
う
！
」

　
「
は
ぁ
ー
い
」

　

拓
巳
さ
ん
が
言
う
と
、
奇
声
を
上
げ
た
り
、
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
皆
は
店
へ
続
く
階
段
を

上
が
っ
て
行
っ
た
。
私
は

そ
の
場
に
残
っ
て
い
た
。

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
が
心
配

で
。

　

圭
ち
ゃ
ん
は
救
急
車
を

呼
ぶ
た
め
の
電
話
を
か
け

て
い
る
。

　
「
桃
香
、
お
前
も
店
戻

れ
よ
」

　
「
う
ん
」

　

拓
巳
さ
ん
は
私
に
そ
う

言
う
と
、
額
に
乗
せ
て
い

た
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
丸

い
レ
ン
ズ
の
金
子
眼
鏡
を

か
け
た
。
そ
れ
か
ら
誰
に

も
ば
れ
な
い
よ
う
に
ち
ょ

っ
と
だ
け
面
倒
臭
そ
う
な

顔
を
し
て
階
段
を
上
が
っ

て
行
っ
た
。
分
か
る
分
か

る
。
店
の
前
に
救
急
車
が
来
る
と
、
き
っ
と
変
な
噂

と
か
流
れ
た
り
す
る
も
ん
ね
。

　

し
ゃ
が
み
こ
む
。
汗
で
ベ
タ
つ
い
た
ミ
ツ
ル
ち
ゃ

ん
の
薄
い
髪
は
春
風
に
揺
れ
て
い
た
。

　
「
ガ
ー
フ
ー
、
ガ
ー
フ
ー
」

　

大
き
な
い
び
き
。
本
当
に
寝
て
い
る
み
た
い
。

　
「
寒
い
ね
」

　

野
太
い
声
。
振
り
返
る
と
大
き
な
体
を
縮
め
て
座

る
浪
岡
さ
ん
が
い
た
。

　
「
え
？　

あ
ぁ
、
び
っ
く
り
し
た
」

　

近
い
。
背
の
高
い
人
が
し
ゃ
が
む
違
和
感
。
足
が

長
い
か
ら
窮
屈
そ
う
。
山
に
出
て
く
る
変
な
蜘
蛛
み

た
い
。

　
「
桃
香
ち
ゃ
ん
、
戻
ろ
う
よ
」

　

浪
岡
さ
ん
は
光
の
な
い
目
で
私
を
見
て
そ
う
言
っ

た
。

　
「
う
ん
、
戻
る
。
浪
岡
さ
ん
、
先
に
戻
っ
て
て
よ
」

　

で
き
る
だ
け
愛
想
良
く
言
っ
て
み
た
。
こ
れ
が
私

の
悪
い
と
こ
ろ
。
気
の
な
い
男
の
人
に
も

愛
想
を
振
り
ま
い
て
し
ま
う
。

　

浪
岡
さ
ん
は
頷
い
た
け
れ
ど
、
そ
の
場

を
動
か
な
か
っ
た
。
多
分
、
私
を
待
っ
て

い
る
の
だ
と
思
う
。

　

店
か
ら
音
が
漏
れ
て
い
る
。
70
年
代
の

ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
そ
れ
と
共
に
奇

声
が
上
が
る
。
多
分
、
気
分
を
変
え
る
た

め
に
拓
巳
さ
ん
が
曲
を
変
え
た
ん
だ
。
あ

の
盛
り
上
が
り
よ
う
。
皆
も
う
下
で
倒
れ

て
い
る
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は
忘
れ

た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。

近八尾行進曲

次
号
（
８
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説⑧

嶋
津 

亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

詩 の 窓
あ
の
半
島
に

も
し
も
故
郷
が
あ
る
な
ら

そ
れ
は
先
祖
の
故
郷
だ
ろ
う

引
き
離
さ
れ　

帰
れ
な
か
っ
た

一
世
た
ち
の
コ
ヒ
ャ
ン

サ
ラ
ム
の
源
流

一
世
の
コ
ヒ
ャ
ン

さ
か
の
ぼ
れ
て
も　

遠
ざ
か
る

帰
る
の
で
は
な
く

行
き
た
い
コ
ヒ
ャ
ン

こ
の
列
島
生
ま
れ
に

も
し
も
コ
ヒ
ャ
ン
が
あ
る
な
ら

ど
こ
に
い
よ
う
と

い
つ
に
な
ろ
う
と

わ
た
し
は
そ
の
つ
な
が
り
を

手
放
し
は
し
な
い

 

※
コ
ヒ
ャ
ン
＝
故
郷

コ
ヒ
ャ
ン
が
あ
る
な
ら
丁
章 （
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

　「明日一度店へ行ってみよう。何か発見できるか
も知れない」
　恬子は店に行くのは気が進まなかった。しかしい
ずれは行かなければならないし、１人では行けそう
にもない。行くことに決めた。そして２人は翌朝ま
でこのマンションで過ごした。
　この日も熱帯夜だった。寝不足の恬子が朝までう
とうとしていると、いつの間にかコンビニで材料を
買って来た成平が上手に玉子焼きを焼いてホットサ
ンドとコーヒーの朝食を作っていた。１人暮らしの
成平は結構なんでも作ってしまうようだ。あまり料
理が得意でない恬子は少し恥ずかしくなった。
　２人でマンションを出て店へ向かう。２日ほど人
の出入りのない店の中は蒸し暑く何か独特の臭いが
ある。クーラーを入れ恬子が名簿を探してそれを
バッグへ入れる。カウンターで水を飲みながらず
らっと並んでいるボトルを見て成平が突然大声を出
した。
　「としちゃんて誰、Ｔだよ」
　としちゃんと書かれているロイヤルのボトルが
あった。もうほとんど残っていない。
　「としちゃん。ひょっとしてとしちゃんっていう
のは大伴さんじゃないかしら」
　そう言って恬子は名簿を取り出し調べる。
　「富田康秀、戸田正昭、大伴敏一、これだわ。大
伴さんもＴだったのね。ということは富田、戸田、
大伴の三人の誰かが犯人なのかしら」
　警察から帰ってきた恬子はプリプリ怒りながら成
平に電話した。
　「警察ってちっとも熱心じゃないの。あんなので
犯人が捕まると思えないわ。富田、戸田、大伴が怪
しいことも言ったけど、あなたのことを根堀り葉堀
り聞くのよ。付き合ってたのですかとか。付き合っ
てないと言ったら、なぜマンションに泊めたんです
かとか。それにダイイングメッセージなんて神官が
言ってるだけだろうって、ちっとも問題にしてない
の。それに阿保親王なんて知らない人ばっかり、ば
かばっかりよ」

　かなり文句があるようだ。電話から怒りが伝わっ
てくる。そして成平は自分も自分も疑われているこ
とが分かった。彼はその日仕事だったのだが午後の
行動を証明してくれる人がいない。つまりアリバイ
がないのだ。後は警察が早く犯人を捜してくれるの
を祈るだけだ。その警察があてにならないとしたら
自分は何ができるかを成平は考えた。まず今日のお
通夜と明日の葬式の客をしっかりチエックすること
だ。犯人がやってくる可能性は充分考えられる。
　事件は「美人ママ殺人事件」として興味本位で報
じられた。どこで調べたのかママの年齢まで入って
いるのが恬子には不満だった。
　「夢を売るお仕事なんだから最後まで夢を売って
欲しかったわ」
　新聞やテレビの影響もあるかもしれないが、お通
夜への弔問者は多かった。ママの人気を今さらなが
ら知らされる。こんな時、集まった人は故人をほめ
るものだが、確かに宮子ママは商売上手だがお客様
をえこひいきしない気持ちのきれいな女性だった。
お通夜には、富田、大伴、戸田とも顔を見せていた。
　成平はお通夜や葬儀に来た人々の中から犯人を見
つけると意気込んでいた。それは犯人が疑われない
ようにと何くわぬ顔で参加すると思ったからなのだ
が、参加しなかった者の中に犯人がいることも充分
考えられる。計画的な犯行でなければむしろその方
が自然なのだ。成平は通夜に来ていない男を１人思
い浮かべる。十帖田だ。ここで１つのことが閃いた。
Ｔというダイイングメッセージについてだ。ひょっ
として十と書こうとしてＴになってしまったのでは
ないだろうか。この話を恬子にしようとしたが、彼
女は憔悴しきっていた。お通夜の前に着くはずのマ
マの遺体がかなり遅れて到着するというハプニング
も起こっていた。恬子はそのときが初めての対面と
なったのだ。それに成平の体にも鉛のように重い疲
れがどっと襲ってきた。警察もいるようだし、これ
以上彼女に付きまとっても何を聞かれるか分からな
い。その日は後ろ髪を引かれながら引き上げること
にした。

百人一首殺人事件 ⑯

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
附
属

国
家
行
政
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁

の
詩
集
。

　

本
邦
初
出
版
。
著
者
は
リ

ヴ
ィ
ウ
市
長
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

最
高
会
議
議
員
、地
域
発
展
・

建
設
相
な
ど
を
歴
任
。
３
０

０
の
学
術
論
文
と
９
つ
の

詩
集
を
発
表
し
て
い

る
。

　

監
訳
者
は
神
戸
学

院
大
学
教
授
、
岡
部

芳
彦
さ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
発

行
所
の
ド
ニ
エ
プ

ル
出
版
（
☎
０
７
２

―
９
２
６
―
５
１
３

４
）
へ
。

　

外
国
人
（
特
に
ベ
ト
ナ

ム
人
）
実
習
生
の
求
人
受

け
付
け
業
務
を
行
う
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
協
同
組
合
（
大

阪
市
北
区
西
天
満
１
―

10
―
16
―
３
Ｆ
） 

は
東
大

阪
・
八
尾
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　

平
成
27
年
に
設
立
し
、

平
成
28
年
に
業
務
を
開

始
。
日
本
で
が
ん
ば
っ
て

働
こ
う
と
夢
見
る
若
者
た

ち
を
受
け
入
れ
、東
大
阪
・

八
尾
の
中
小
企
業
に
紹
介

し
て
い
る
。
業
種
は
介
護

か
ら
製
造
業
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
出
身
で
東
大

阪
市
在
住
の
吉
野
正
義
さ

ん
（
44
）
が
メ
ン
バ
ー
と

し
て
加
わ
っ
て
い
る
の

で
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
の
受
け
入
れ
が
多

　

中
高
生
の
頃
に
読
み
ふ
け
っ
た
本
の
中
の
世
界

が
、
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
ク
ノ
ッ
ソ

ス
の
遺
跡
も
そ
う
で
す
が
、
伝
説
の
上
で
語
り
継
が

れ
て
い
た
文
明
が
実
際
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
、

た
い
へ
ん
な
興
奮
を
覚
え
た
も
の
で
す
。　

　

ミ
ケ
ー
ネ
の
近
く
に
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
と
い
う
都

市
国
家
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
紀
元
前
四
世
紀

に
建
設
さ
れ
た
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
劇
場
が
最

も
有
名
で
す
。
こ
の
劇
場
は
紀
元
六
世
紀
（
聖
徳

太
子
の
時
代
）
の
大
地
震
で
地
中
に
埋
ま
り
、
そ

の
後
の
略
奪
や
破
壊
に
遭
わ
な
か
っ
た
た
め
、
現

在
最
も
保
存
状
態
の
よ
い
古
代
ギ
リ
シ
ャ
劇
場
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

劇
場
中
央
に
立
っ
て
見
る
と
、
劇
の
主
人
公
に
な

っ
た
よ
う
な
い
い
気
分
で
し
た
。
毎
年
演
劇
の
祭

典
が
開
か
れ
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
観
客
を
迎
え

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
こ
こ
は
ア
ポ
ロ
ン
の

子
で
医
療
の
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
街
で
、
古
代

の
一
大
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

僕
も
医
療
人
の
は
し
く
れ
で
す
か
ら
、
彼
に
敬
意

を
表
し
て
し
ば
し
黙
想
し
た
も
の
で
す
。
ち
な
み

に
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
が
持
っ
て
い
る
蛇
の
つ
い
た

杖
は
世
界
中
の
医
療
関
係
機
関
や
救
急
車
、
医
療

班
の
記
章
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
自
衛

隊
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た

　

シ
ュ
リ
ー
マ
ン
に
は
商
才
が
あ
り
、
大
金
持
ち
で

し
た
。
成
功
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
マ
ス
タ
ー
し

て
お
り
、
そ
れ
が
発
掘
に
生
か
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
彼
は
語
学
の
天
才
で
、

何
ヵ
国
語
も
話
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。
高
校
か
中
学

時
代
に
読
ん
だ
本
で
は
、
ア
ジ
ア
へ
の
船
旅
の
間

に
中
国
語
を
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
い

て
あ
り
、「
す
ご
い
な
ー
」
と
感
心
し
ま
し
た
。
シ

ュ
リ
ー
マ
ン
は
そ
の
後
、
明
治
維
新
直
前
の
日
本

に
も
来
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
貴
重
な
観
察
が

本
の
中
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
は
覚
え

よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。　

　

実
際
に
見
た
ミ
ケ
ー
ネ
の
遺
跡
は
、
専
門
家
か
ら

見
れ
ば
ま
た
違
っ
た
見
方
も
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、

僕
に
と
っ
て
は
掘
り
返
さ
れ
た
跡
と
有
名
な
獅
子

門
が
あ
る
だ
け
で
、
た
い
し
て
目
を
見
張
る
よ
う
な

も
の
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
紀
元
前
十
五
〜

十
二
世
紀
（
日
本
の
縄
文
時
代
後
期
）
に
栄
え
た
文

明
で
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
よ
り
古
い
せ
い
も
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
は
目
ぼ
し
い
も
の
は
シ

ュ
リ
ー
マ
ン
や
、
彼
に
続
く
発
掘
者
に
よ
っ
て
根

こ
そ
ぎ
持
っ
て
い
か
れ
た
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
自
分
の
足
で
そ
の
場
に
立
ち
、
自
分
の
目
で

そ
の
荒
廃
し
た
遺
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
感
覚
は
、あ
る
種
独
特
の
高
揚
感
が
あ
り
ま
し
た
。

近
く
に
ア
ト
レ
ウ
ス
の
宝
庫
と
言
わ
れ
る
立
派
な

墓
が
あ
り
、
対
照
的
に
保
存
状
態
が
よ
く
、
と
て

も
三
千
年
前
の
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

出
な
ど
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
人
間
と
い
う
の
は
時

が
変
わ
っ
て
も
そ
の
欲
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で

は
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

遺
跡
と
し
て
、
最
も
大
事
な
の
は
巨
大
な
ゼ
ウ
ス

の
神
殿
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ギ
リ
シ
ャ
の
主
神

で
あ
る
ゼ
ウ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
当

然
で
す
。
実
際
に
目
に
す
る
の
は
大
き
な
基
壇
と
太

い
柱
の
基
部
だ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
は
世
界
七
不
思

議
の
ひ
と
つ
、
高
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
の
ゼ
ウ
ス
坐

像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
復
元
し

た
ら
凄
い
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。な
お
こ
の
像
は
、

建
造
さ
れ
た
八
百
年
後
の
紀
元
三
九
四
年
に
コ
ン

ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
（
現
在
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）

に
運
ば
れ
た
後
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
、
ゼ
ウ
ス
の
奥
さ
ん
で
あ
る
ヘ
ラ
の
神
殿

（
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
こ
こ
で
太
陽
か
ら
聖
火

を
採
取
し
ま
す
）、
競
技
者
が
練
習
す
る
ギ
ム
ナ
シ

オ
ン
の
跡
、
そ
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
父

親
で
あ
り
ギ
リ
シ
ャ
を
圧
迫
し
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
王

フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
奉
納
し
た
と
い
う
フ
ェ
リ
ペ
イ

オ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
は
現
在
の
日
本
で
は
、
漫
画
で

教
会
と
戦
う
名
医
と
し
て
え
が
か
れ
て
お
り
、
若

者
の
間
で
は
名
前
は
知
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
地
オ
リ
ン
ピ
ア
と
、

峡
谷
の
街
デ
ル
フ
ォ
イ

　

オ
リ
ン
ピ
ア
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ご
と
に
採
火

儀
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
所
と
し
て
、
世
界
中
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

は
ゼ
ウ
ス
に
捧
げ
る
祭
典
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、

第
一
回
が
紀
元
前
七
七
六
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
の
世
界
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
で
は
新
ア
ッ
シ
リ
ア
王
国
が
最
盛

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
中
国

で
は
春
秋
時
代
が
始
ま
っ
た
頃
で

す
。
日
本
は
、
従
来
の
年
代
観
か
ら

は
縄
文
時
代
晩
期
で
、
最
近
の
説
で

は
弥
生
時
代
前
期
前
半
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
早
く
は
っ
き
り
し
た
年
代
区

分
を
決
め
て
も
ら
い
た
い
）。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
は
紀
元
後
三

六
九
年
ま
で
千
百
五
十
年
近
く
続
き
、
そ
の
間
に

い
ろ
い
ろ
な

エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ

れ
を
読
ん
で

い
る
と
、
現

在
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
同

じ
よ
う
な
賄

賂
や
薬
物
に

よ
る
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
、
優

勝
者
の
政
治

家
転
向
、
経

済
界
へ
の
進

25

 

（
つ
づ
く
）

ギリシャ編

ミケーネ （ミュケナイ）
の 遺 跡 に 立 つ

イラスト　久志本雅子

A５判47頁 並製本
定価 1,080 円（税込み）

い
。
管
理
責
任
者

の
村
田
利
彦
さ
ん

（
60
）
は
八
尾
市

倫
理
法
人
会
（
岡

巌
会
長
）
の
会
員

で
あ
り
、
八
尾
で

の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
。

　

同
組
合
は
東
大

阪
・
八
尾
の
企
業

に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在

と
な
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　

同
組
合
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
☎
06

―
６
９
２
６
―
４

６
５
５
。

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）

ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊦
各Ａ５判並製本、定価：本体1620円 （税込み）
㊦のみ定価：1,836円 （税込み）



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年６月１５日（土）

「
源
氏
物
語
を

 

読
み
つ
づ
け
て
」 上
梓

 

東
大
阪
読
書
友
の
会
会
長 

根
川
章
子
さ
ん

「私の万葉選歌五十」 出版
姫路の文学者　坂根武さん

酒場ネタで　
観客を笑いに
ナオユキさん八尾でライブ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成31年９月

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1994 年４月２日～ 2004 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成31年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

4,104

再びこの地を踏まず
―異説・野口英世物語―

日　程　2019 年９月３日（火）
　　　　14：00開演（13：00開場） ※16：45終演予定
　　　　 ※公演終了後、ロビーにて出演者によるアフタートークを予定。 
会　場　八尾プリズム小ホール（八尾市文化会館） 
チケット　全席指定・税込
●一般4,200 円（当日 300円増）
●フレッシュシート 25：1,000 円 ＜25歳以下＞
●障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）：3,600円（当日300円増）
　※25歳以下・障がい者割引チケットご購入の際は証明書（学生証・障がい者手帳など）
　　をご提示ください。
　※就学前のお子様のご入場はご遠慮下さい。

文学座公演

　

タ
ラ
ス
教
授
は
私
の
目
を
覗
き
込
む
。
い
つ
も

の
温
和
な
表
情
は
消
え
、
眼
光
鋭
く
冷
た
さ
さ
え

も
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
私
が
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
を
嫌
う
本
当
の
理
由
を

教
え
ま
し
ょ
う
。
彼
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
正
し
い

道
に
導
け
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
レ
ギ

オ
ナ
ー
ル
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
一
員
な
の
で
す
。

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
親
分
は
何
を
隠
そ
う
ロ
シ
ア
に

逃
げ
た
元
大
統
領
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
で
す
」

　
「
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
プ
ー
チ
ン
の
手
下
と
い

う
こ
と
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
も
プ
ー
チ
ン
の
手
中

で
転
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
」

　

目
を
閉
じ
て
タ
ラ
ス
教
授
は
頷
い
た
。

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
よ
う
や
く
分
か
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
か
」

　

固
い
表
情
が
少
し
ば
か
り
和
ら
い
だ
。
反
対
に

私
の
顔
が
引
き

つ
っ
た
。

　
「
５
年
も
の

間
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
ロ
シ
ア
と

戦
っ
て
き
た
と

い
う
の
に
、
流

さ
れ
た
血
は
無

駄
に
な
る
と
い

う
の
で
す
か
」

　

今
度
は
タ
ラ

ス
教
授
が
私

を
宥
め
よ
う
と

口
調
を
和
ら
げ

た
。

　
「
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
の
で
、
危
惧
し
て
い
る

の
で
す
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
当
初
か
ら
プ
ー
チ
ン

と
の
対
話
で
今
の
状
況
を
打
開
す
る
と
力
説
し
て

き
ま
し
た
が
、
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
対
話

で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
、
武
器
を
捨
て
て
プ
ー
チ

ン
に
屈
服
す
る
と
い
う
意
思
表
示
で
も
あ
り
ま
す
」

　
「
そ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
の
で
す
か
」

　
「
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
は
ソ
連

の
再
建
を
本
気
で
考
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
我
が
物
に
し

な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
の
で
す
。
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
間
に
位
置
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
ロ
シ

ア
に
付
く
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
付
く
か
で
大
き
く
違

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
地
政
学
的
に
最
重
要
ポ

イ
ン
ト
な
の
で
す
」

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
127

ゼレンスキーの本性

ウクライナ

リ
ア
宮
殿
」

（
２
０
０
８

年
）
で
紹
介

さ
れ
、
一
躍

有
名
に
な
っ

た
。
小
松
成

美
著
「
虹
色

の
チ
ョ
ー

ク
」（
幻
冬

社
、
２
０
１

７
年
）
で
詳

細
が
描
か
れ

て
い
る
。
約

80
人
の
社
員

の
う
ち
７
割

が
知
的
障
が

い
者
と
い
う

同
社
は
、
世

界
で
も
珍
し

い
。

　

ダ
ス
ト
レ
ス
チ
ョ
ー
ク

に
は
そ
れ
専
用
の
黒
板
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
黒
板

を
作
っ
て
い
る
の
が
八
尾

の
永
和
工
業
株
式
会
社

だ
。
西
日
本
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。「
や
れ
ば
で
き

る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
41
年
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
一
般
の

黒
板
も
作
っ
て
い
る
。

　

現
社
長
は
２
代
目
の
永

友
光
さ
ん
（
52
）。
黒
板

業
界
の
先
駆
け
と
し
て
、

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
Ｕ
Ｖ
印
刷
機
Ｍ

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｊ
Ｆ
Ｘ
―

５
０
０
を
導
入
す
る
な

ど
、
新
し
い
取
り
組
み
に

積
極
的
だ
。
陸
上
自
衛
隊

で
鍛
え
た
気
力
と
体
力
で

勇
猛
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
は
頼
も
し
い
。

永和工業株式会社　永友  光 社長
黒板を切断する機械の前で、永友光社長

　

粉
が
出
な
い
チ
ョ
ー
ク
「
ダ
ス
ト
レ
ス
チ
ョ
ー

ク
」
を
採
用
し
て
い
る
学
校
が
中
河
内
に
３
校
あ

る
。
東
大
阪
市
立
長
瀬
東
小
学
校
、
八
尾
市
立
東

中
学
校
、
八
尾
市
立
曙
川
南
中
学
校
だ
。
開
発
し

た
の
は
日
本
理
化
工
業
所
株
式
会
社
（
神
奈
川
県

川
崎
市
）
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
株
式
会
社
（
東
京
都
品

川
区
）。

ダストレスチョーク
専用の黒板

　

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本

町
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上

本
町
６
）の
人
気
講
座「
居

合
道
」
教
士
・
小
林
利
徳

さ
ん
の
解
説
に
よ
る
「
は

じ
め
て
学
ぶ
日
本
刀
」
セ

ミ
ナ
ー
が
、
５
月
26
日
に

同
サ
ロ
ン
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

日
本
刀
は
２
千
年
を
超

え
る
歴
史
を
有
す
る
。
平

安
時
代
・
鎌
倉
時
代
を
経

て
江
戸
時
代
の
名
刀
と
言

わ
れ
る
日
本
刀
を
美
術
館

で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

に
鎮
座
し
た
日
本
刀
を
眺

め
る
だ
け
で
は
、
刀
剣
の

持
つ
質
感
や
雰
囲
気
を
感

じ
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

当
日
、
小
林
さ
ん
は
、

①
古
刀
（
関
の
孫
六
、
室

町
時
代
お
よ
そ
１
５
０
０

年
前
）、
②
新
刀
（
江
戸
・

元
禄
時
代
）、
③
現
代
刀

（
昭
和
時
代
の
新
刀
）
の

本ほ
ん

身み

三
振
り
と
模
擬
刀
を

持
参
し
、
熱
の
入
っ
た
解

説
を
し
た
。

　

刀
剣
（
刃
渡
り
）
は
江

戸
時
代
の
標
準
サ
イ
ズ
は

３
尺
３
寸（
96
㎝
超
）だ
っ

た
が
、
基
本
的
に
は
自
身

の
身
の
丈
に
合
わ
せ
て
、

刀
剣
の
サ
イ
ズ
を
決
め
る

と
の
こ
と
。
小
林
さ
ん
の

場
合
は
２
尺
４
寸
２
分
の

サ
イ
ズ
に
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
町
人
も
刃

渡
り
の
短
い
（
30
㎝
超
）

通
称
「
脇
差
し
」
の
帯
刀

が
許
さ
れ
、
旅
の
お
守
り

代
わ
り
に
道
中
差
し
が
流

行
っ
た
よ
う
だ
。
時
代
劇

で
ヤ
ク
ザ
も
ん
が
喧
嘩
の

出
入
り
で
振
り
回
し
て
い

る
の
が
こ
の
脇
差
し
だ
。

　

刀
身
は
目
釘
（
竹
製
）

１
本
で
柄つ

か

に
固
定
さ
れ
て

い
る
。
小
林
さ
ん
は
目
釘

を
外
し
、
鍔つ

ば

・
切せ

っ

羽ぱ

・
鯉こ

い

口ぐ
ち

各
部
分
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。
刀
身
の
刃

紋
・
鎬し

の
ぎ

に
つ
い
て
も
詳
し

い
解
説
が
あ
り
、
受
講
者

は
日
本
刀
に
関
し
て
理
解

が
深
ま
っ
た
。

　

古
来
か
ら
刀
剣
に
ま
つ

わ
る
言
い
回
し
も
多
い
。

鍔
迫
り
合
い
・
鎬
を
削
る
・

鯉
口
を
切
る
・
切
羽
詰
ま

る
等
々
だ
が
、「
恋
の
鞘さ

や

当
て
」
は
ご
愛
嬌
か
。

　

最
後
に
刀
剣
の
手
入
れ

（
刀
身
に
打
粉
を
打
ち
・

拭
い
・
油
を
ひ
く
）
を
教

わ
り
、
有
意
義
な
刀
剣
セ

ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

　

小
林
利
徳
さ
ん
は
無
双

直
伝
英
信
流
居
合
道
錬
信

会
・
教
士
八
段
、
近
鉄
文

化
サ
ロ
ン
上
本
町
「
居
合

道
講
座
」
の
講
師
を
務
め

て
い
る
。
居
合
道
講
座
は

第
２
・
第
４
日
曜
日
の
14

〜
15
時
に
開
講
し
て
い

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
近
鉄

文
化
サ
ロ
ン
上
本
町
☎
06

―
６
７
７
５
―
３
５
４
５

へ
。 

（
小
川
秀
人
）

真剣を構える小林利徳さん日本刀の手入れを学ぶ女性参加者（右）

日　程 名　　　称

5月24日㈮ 議会運営委員会

5月30日㈭ 議会運営委員会

6月10日㈪ 本会議（第 1日）

6月13日㈭ 本会議（第 2日）

6月14日㈮ 本会議（第 3日）

6月18日㈫ 本会議（第 4日）

6月19日㈬ 本会議（第 5日）
予算決算常任委員会　全体会

6月24日㈪ 建設産業常任委員会
予算決算常任委員会　建設産業分科会

6月25日㈫ 文教常任委員会
予算決算常任委員会　文教分科会

6月26日㈬ 保健福祉常任委員会
予算決算常任委員会　保健福祉分科会

6月27日㈭ 総務常任委員会
予算決算常任委員会　総務分科会

7月 3 日㈬ 予算決算常任委員会　全体会

7月 9 日㈫ 議会運営委員会

7月12日㈮ 本会議（第 6日）

八
尾
市
議
会  

６
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

入
口
の
居
酒
屋
カ
レ
ン
と

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ー
ク
レ

ン
シ
ョ
ウ
で
ラ
イ
ブ
を

行
っ
た
。

　

ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ブ

ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
、
ペ
ー

ソ
ス
を
含
ん
だ
笑
い
話
、

優
さ
に
満
ち
た
毒
舌
な
ど

に
観
客
は
腹
を
抱
え
て

笑
っ
て
い
た
。

　

酒
場
ネ
タ
で
ブ
レ
ー
ク

中
の
ピ
ン
芸
人
ナ
オ
ユ
キ

さ
ん
（
52
）
が
５
月
20

日
に
八
尾
に
や
っ
て
き

た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー
ド

観客の心をつかむナオユキさん

「
や
れ
ば
で
き
る
」

モ
ッ
ト
ー
に

【本社】〒581-0036
八尾市沼4-75-15
TEL072-920-6355
FAX072-920-6356

永和工業株式会社

はじめて学ぶ日本刀
美しい日本刀の神髄を解説

広
域

　

前
者
は
日
本
の
チ
ョ
ー

ク
シ
ェ
ア
50
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
筆
頭
メ
ー

カ
ー
。
坂
本
光
司
著
「
日

本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し

た
い
会
社
」（
あ
さ
出
版
、

２
０
０
８
年
）
や
テ
レ
ビ

東
京
系
番
組
「
カ
ン
ブ

日
　
時　

６
月
18
日
（
火
）
10
時
〜
11
時

場
　
所　

東
大
阪
市
四
条
市
民
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

　
　
　
　
　
（
東
大
阪
市
南
四
条
町
１
―
７
）

参
加
費　

無
料

主
　
催　

の
び
の
び
健
康
倶
楽
部

　
　
　
　
　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
８
１
―
２
２
１
１
）

後
　
援　

東
大
阪
新
聞
社

腰
痛
が
出
に
く
い
体
を
作
る
体
操
教
室

古代の人が思い描いた世
界に惹かれる坂根武さん

　

八
尾
の
地
域
情
報
を

発
信
す
る
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お

（
79
・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に

７
月
か
ら
新
番
組
が
誕

生
。「
お
ん
ち
ゃ
ん
、

あ
き
ち
ゃ
ん
の
エ
コ
ラ

ブ
オ
ン
ト
ー
ク
」
だ
。

　

株
式
会
社
関
西
ク
ラ

ウ
ン
工
業
社
社
長
の
温

川
政
佳
さ
ん
と
歌
手
の

Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん

が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
務
め
、
毎
回
ゲ
ス
ト

を
迎
え
て
身
近
な
環
境

問
題
に
つ
い
て
お
し
ゃ

べ
り
す
る
番
組
。
毎
週

土
曜
日
19
時
〜
19
時
30

分
放
送
（
第
２
週
・
第

４
週
は
再
放
送
）。
提

供
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八

尾
（
梶
田
安
彦
代
表
理

事
）。

　

第
１
回
の
ゲ
ス
ト
は

自
然
研
究
家
の
齊
藤
侊

三
さ
ん
。
自
著
に
基
づ

き
、
八
尾
に
あ
る
身
近

な
草
木
に
つ
い
て
タ
メ

に
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
語
る
。

左から温川政佳さん、齊藤侊三さん、Ono Aki さん

７
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
の
新
番
組

お
ん
ち
ゃ
ん
、 あ
き
ち
ゃ
ん
の

エ
コ
ラ
ブ
オ
ン
ト
ー
ク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾
提
供

　

令
和
に
な
り
、
ま
さ
に

空
前
の
万
葉
集
ブ
ー
ム
が

起
こ
っ
て
い
る
。
折
し

も
、
姫
路
の
文
学
者
、
坂

根
武
さ
ん
（
76
）
が
「
私

の
万
葉
選
歌
五
十
」
を
ド

ニ
エ
プ
ル
出
版
か
ら
出
版

し
た
。

　

作
品
の
美
と
真
実
を
大

切
に
し
な
が
ら
一
首
一
首

を
味
わ
う
著
者
な
ら
で
は

の
解
説
が
瑞
々
し
い
。

　
「
歌
の
選
定
同
様
、
歌

の
鑑
賞
の
在
り
方
も
自
分

の
感
性
を
第
一
に
置
い
て

い
る
。
た
ま
に
は
歌
人
や

作
家
の
鑑
賞
文
の
引
用
、

対
比
も
あ
る
が
、
基
本
は

坂
根
さ
ん
の
感
性
を
主
体

に
し
た
鑑
賞
文
と
言
え
よ

う
」
と
「
文
芸
日ひ

女め

道じ

」

同
人
誌
編
集
長
の
中
野
信

吉
さ
ん
が
推
薦
の
言
葉
を

寄
せ
て
い
る
。

　

上
野
誠
奈
良
大
学
教
授

の
帯
文
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
歌
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
思
い
あ
り
。
そ
れ
を
受

け
止
め
た
本
で
す
」
が
本

書
の
真
髄
を
言
い
表
し
て

い
る
。

　

本
書
は
全
国
の
書
店
で

好
評
発
売
中
。
Ｂ
６
判
１

８
８
頁
上
製
本
、定
価
１
、

４
０
４
円
（
税
込
み
）。

問
い
合
わ
せ
は
ド
ニ
エ
プ

ル
出
版
（
☎
０
７
２
―
９

２
６
―
５
１
３
４
）
へ
。

　

東
大
阪
読
書
友
の
会

会
長
の
根
川
章
子
さ
ん

（
79
）
が
「
源
氏
物
語
を

読
み
つ
づ
け
て
」
を
ド
ニ

エ
プ
ル
出
版
か
ら
上
梓
し

た
。

　

根
川
さ
ん
は
大
阪
女
子

大
学
で
玉
上
琢
彌
教
授
に

師
事
し
、
源
氏
物
語
を
学

ん
だ
。
卒
論
は
「
源
氏
物

語
の
類
型
表
現
に
つ
い
て

〜
六
条
御
息
所
と
花
散
里

を
中
心
と
し
て
」。
こ
の

卒
論
が
大
学
の
事
情
で
手

元
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
本
に
し
よ
う
と
決
心
し

た
。

　

東
大
阪
読
書
友
の
会
発

行
の
冊
子
「
か
わ
ち
の
」

と
郷
土
文
化
サ
ー
ク
ル
発

行
の
冊
子
「
あ
し
た
づ
」

に
寄
稿
し
た
文
章
も
加
え

て
一
冊
に
ま
と
め
た
。
非

売
本
。

源氏物語を半世紀以上読
みつづける根川章子さん

イ
ベ
ン
ト
情
報
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